
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○歴史チーム ～ 歴史チームの 4名がそれぞれの探究活動をまとめました。 

○興部町 PR推進チーム ～ ＰＲチームの３名が 3年間の活動を振り返りました。 

 

オホーツクの流氷をとかせ！熱き挑戦 令和４年７月 15 日 第 323 号 

地域貢献探究発表会を実施しました 

6月 23日（木）推名 徹 副町長、畑山研二 教育長、興部中学校の林先生、おこっぺ町観光協会の方
々などをお招きし、３年生が、総合的な探究の時間の 3 年間のまとめとして、地域貢献探究の発表会を
行いました。（1年生で課題設定、２，３年生での探究活動で学んだ成果を発表） 
【探究テーマ】 
①歴史 ②興部町ＰＲ推進 ③産業分析 

 発表の合間に昨年度実施の修学旅行の報告、最後に「興部町のことをよく調べており感心した。これか
らも興部町へ愛着をもって過ごして欲しい。興部町のために若い力を貸して欲しい。」などと副町長様や
教育長様、中学時代の担任、林先生から講評をいただき終了しました。 
 

Sa さん。興部町百年史をもとに興部の歴史を概観。春日町
にあった自動車学校やコロッケ来町のこと、映画のことなど
話題豊富。後輩たちに質問して上手に進行していました。映
画館があると良い。みんなが行きたい、住みたい町にしたい。 

A さん。１年生のときは興部町のラジオ、テレビの歴史を調
べました。カラーテレビは昭和 40 年から。サークル活動の
変遷も。２年生で長寿大学の方々とお話をする機会は貴重だ
った。幅広い世代が楽しめるイベントがあったら良い。 

Su さん。商店街の歴史を調べました。鉄道が無くなったこ
とが商店街がさみしくなったことに深く関わっていること
がわかった。長寿大学の方々にはさみしいと感じている人が
多かった。昔のような活気が戻ってほしい。キッチンカーで
興部を宣伝したら良いのでは。 

Yさん。鉄道、駅弁、人口など調べました。鉄
道がなくなったことが大きかった。百年史をも
とに調べてきたが、実際に話を聞いて分かった
ことが多かった。バスの本数を増やせないもの
か。バス料金をＩＣ決裁できたらうれしい。 

町長はじめ町観光協会の方々にプレゼン（1 学年時） 



○修学旅行における興部町 PR報告（全員） 

 
○産業分析チーム ～ 産業分析チーム 4名は酪農について掘り下げました。 

                                

  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

8月の行事予定 

１０日(水)～１５日(月)学校閉庁日 
１８日(木)夏季休業明け集会 
１９日(金)基礎力診断テスト② 
     基礎小論文模試② 
２０日(土)公務員・就職模試⑥ 
     道看模試③ 
２２日(月)進学講習３期⑤ 

２３日(火)生活安全講話 
２５日(木)自学自習の時間 
      進学講習３期⑥ 
２６日(金)進学講習３期⑦ 
２７日(土)全統記述模試② 
３１日(火)前期期末考査① 

1 年生では「興部町をより多くの人に知ってもらいたい」をテーマに、ケコア君と海外のサイト等を調べた
ことをもとに町長はじめ町観光協会の方々にプレゼン。２年生では「インスタみたいな動画を作って発信した
い」との思いから 「Google Map は正しいかの検証」をしました。苦労と困難さを実感。３年生では瓶のふ
たや牧草を用いたしおりや、木のスプーンを作ってみることを探究。採算の問題を実感。形にするには時間が
足りなかった。後輩の皆さんの商品開発でこれを参考にしてもらいたい。今後この探究を活かしてもらえるよ
う期待したい。 

「興部町の酪農業を掘り下げる」をテーマにしました。1 年生では雪印興部工場を訪問。1921 年（大正 2
年）国鉄名寄線の開通で輸送できるようになり乳製品の工場ができた。2 年生ではアドナイさんを訪問（写真
右）。創業当時は道内のチーズ工房は 23 カ所くらいだったが今は 100 を超えている。チーズ作りへの思いを
聞きました。3 年生ではパインランドデーリィを訪問。大規模経営の実際を学びました。レール哺乳、ファーム
ノートによる管理、出産の場に立ち会えたことを報告。酪農業と乳製品に関わる異なる形態の事業を学び、興部
町の酪農業の発展について探究・考察しました。 

昨年 10 月の修学旅行 4 日間を画用紙を用いて報告しました。
この探究活動をもとに PR 冊子を作成。さらに町内飲食店に取材
したこと、準備作業を報告。当日の配布の様子を動画でみてもら
いました。 
 入学時、chromebook、修学旅行の補助など日頃お世話になっ
ている興部町への感謝の気持ちをこめて、京都で興部町を PRで
きたことを報告しました。 

 生徒の発表後、副町長、教育長、中学時代の担任の先生から講評をいただきました。 

アドナイさんへ訪問（2 学年時） 


